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プラグイン概要

該当するレコードの合計件数が表示されます。

クリックすると、より細かい情報を表示します。

縦軸・横軸にそれぞれフィールドを設定したボード上に、レコードをカード形式で表示します。
ボード上ではドラッグ＆ドロップ操作でカードを移動できるため、データの可視化だけでなく、メンテナンスのしやすさにも長けています。

▼プラグイン適用アプリ 一覧画面

〈操作イメージ〉

▼「詳細を表示」クリック後

レコード詳細画面を表示します。

レコード編集画面を表示します。

列（column）項目

行（row）項目

行や列を一括で開閉します。 対象の１列を開閉します。

対象の１行を開閉します。
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プラグイン概要

移動するカードをクリックして選択します。
カードは選択時、青色になります。

選択したカードをドラッグアンドドロップで移動します。
移動先の枠は水色に変化します。

〈操作イメージ〉

カードの位置が変更され、レコード情報が更新されます。

選択しているカードのレコード番号が表示されます。 【参考】凡例画面について

カード枠線の色変更機能や角面の色変更機能を利用している
場合に、設定している条件が表示されます。（P12、13参照）
凡例画面はマウス操作でボード上の好きな位置に移動できます。

凡例画面を表示します。

凡例画面を最小化します。

凡例画面を初期表示位置（左上）に移動します。
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プラグイン設定1

・プラグインを追加したアプリのプラグイン設定画面で設定

<STEP1>アプリの一覧画面からプラグイン設定画面を開きます。

プラグインインストール後の設定方法を記載しております。
プラグインのインストール方法はご不明な場合には、下記をご参照ください。
https://jp.cybozu.help/k/ja/id/0408.html#add_plugin_plugin_10

<STEP４>設定「 」マークをクリックします。

<STEP５>プラグインの設定画面が表示されます。

<STEP2>「追加する」をクリックします。

<STEP３>「進捗見える化プラグイン」にチェックを入れ、
画面右下の「追加」をクリックします。

https://jp.cybozu.help/k/ja/id/0408.html#add_plugin_plugin_10
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プラグイン設定2

ライセンスキーを入力します。
※ライセンスキーは別途ご案内します

<STEP6>カスタマイズビューを作成します。

・ライセンスキーの設定
・カスタマイズビューの作成

ボードを表示するカスタマイズビューを作成します。
任意の名称を入力し「作成」ボタンをクリックします。

【ご注意】
この画面上でカスタマイズビューを作成せず、既に作成済みのカスタマイズビューを利用する場合は、
カスタマイズビューのHTMLに<div id="contents"></div>を設定して下さい。

【ご注意】
カスタマイズビューの作成には、kintoneシステム管理者権限が必要です。
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プラグイン設定３

・基本設定

<STEP７>カスタマイズビュー、ボードスタイル、行(row)の表示数について設定します。

〈STEP６〉で作成したカスタマイズビューを選択します。
ここで選択したカスタマイズビューにボードが表示されます。

カスタマイズビューを複数設定する場合は
こちらをクリックしてタブを追加します。（最大10個）

タブを複製します。タブを削除します。 【ご注意】
カスタマイズビュー設定欄が重複していると設定を保存できません。
タブの複製後はカスタマイズビューを変更してください。

お好きなボードスタイルを選択します。
ボード全体の背景色に反映されます。（下図参照）

【参考】ボードスタイルについて

▼単色 ▼縦ストライプ ▼横ストライプ

ボードの行の高さを2種類から選択します。
「カード全体表示」を選択した場合、
行の高さはカード数にあわせて自動調整されるため統一されません。

伊藤

鈴木

伊藤

鈴木

伊藤

鈴木
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プラグイン設定４

・基本設定

<STEP８>行（row）項目、列（column）項目を設定します。

ボード上に行、列項目として表示するフィールドを選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。
ラジオボタン、ドロップダウン、ユーザー選択、組織選択、
グループ選択、ステータス（プロセス管理）のみ対応しています。

ボード上に表示する項目を選択して
「追加」をクリックします。

すべての項目を選択する場合は
「すべて選択」をクリックします。

追加した項目が表示されます。

フィールドの順番を
入れ替えます。

追加したフィールドを
削除します。

行（row）項目、列（column）項目にラジオボタン、ドロップダウン、ステータス（プロセス管理）を選択した場合の設定手順

【参考】 該当なし について
行や列項目に指定したフィールドの値が空欄のカードは、該当なし欄に表示されます。
値が空欄のカードをボード上に表示しない場合は、該当なしの選択は不要です。
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ボード上に表示するユーザーをプルダウンから選択します。
枠内にユーザーの表示名もしくはログイン名を入力して
検索することもできます。

「選択」ボタンをクリックすると、
組織やグループ情報からユーザーを選択できます。

プラグイン設定５

・基本設定

行（row）項目、列（column）項目にユーザー選択、組織選択、グループ選択を選択した場合の設定手順

ユーザーの順番を入れ替えます。

選択済のユーザーを削除します。

選択したユーザーが表示されます。
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【参考】表示位置について
タイトル：値を常に表示 サブ：「詳細を表示」クリック時のみ値を表示

プラグイン設定６

・基本設定

<STEP９>カード表示の設定を行います。

表示するフィールドを選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。

表示する文字の
大きさを選択します。

表示する値の
書式を選択します。

左で選択したフィールドの
表示名を入力します。

表示する位置を選択します。

「＋」「ー」ボタンで
表示項目を増減します。
（最大５項目）

表示順を入れ替えます。

タイトル

サブ
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プラグイン設定７

・基本設定

<STEP１０>カード枠線の色変更条件を設定します。（任意）
こちらの機能を利用しない場合は、「有効にする」にチェックがついていない状態のまま次に進んでください。

カード枠線の色変更機能を利用する場合のみ
「有効にする」にチェックをつけます。

条件に利用するフィールドを選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。

【参考】表示イメージ

「＋」「ー」ボタンで
行を増減します。
（最大５項目）

色付けの条件と値をそれぞれ選択します。 

枠線の色を選択します。

ボード上の凡例の表示有無を選択します。

【ご注意】
複数の条件を設定した場合、下の行から上の行へ順に条件の書式が適用されていきます。
（条件が被る場合は上の行の設定が優先）

【参考】凡例の表示について

“表示”にチェックをつけた場合

“表示”にチェックをつけていない場合
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【参考】表示イメージ

プラグイン設定８

・基本設定

<STEP１１>カード角面の色変更条件を設定します。（任意）
こちらの機能を利用しない場合は、「有効にする」にチェックがついていない状態のまま次に進んでください。

カード角面の色変更機能を利用する場合のみ
「有効にする」にチェックをつけます。

条件に利用するフィールドを選択します。
フィールド名を直接入力して検索することもできます。

【参考】凡例の表示について

色付けの条件と値をそれぞれ選択します。 

角面の色を選択します。

ボード上の凡例の表示有無を選択します。

“表示”にチェックをつけた場合

“表示”にチェックをつけていない場合

「＋」「ー」ボタンで
行を増減します。
（最大５項目）

【ご注意】
複数の条件を設定した場合、下の行から上の行へ順に条件の書式が適用されていきます。
（条件が被る場合は上の行の設定が優先）
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プラグイン設定運用環境反映１

<STEP2>表示されたダイアログの「アプリの設定」をクリックします。

<STEP3>「アプリを更新」をクリックします。

<STEP1> プラグイン設定画面で「保存」をクリックします。

プラグイン設定は設定画面で設定内容を保存した後、アプリ設定画面で「アプリを更新」を押す事で運用環境に設定内容が反映します。

【参考】プラグインの設定内容に不備がある場合
「保存」クリック後にエラーが表示されます。
「エラーを確認」をクリックして、該当箇所を確認してください。
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プラグイン設定運用環境反映２

<STEP４>指定したカスタマイズビュー上に、設定したボードが表示されていることを確認します。
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設定内容のインポートとエクスポート

プラグイン設定内容をJSON形式ファイルでエクスポートできます。また、JSON形式ファイルをインポートすることで設定内容を読み込み可
能です。別アプリにプラグイン設定内容を反映させる場合に利用します。

「エクスポート」をクリックします。

JSONファイルをアップロードし、「インポート」をクリックします。

▼設定のエクスポート

▼設定のインポート

JSONファイルがエクスポートされます。

【ご注意】
インポート時、設定内容は上書きされます。
設定済みの内容が削除されますのでご注意ください。

JSONファイル内の設定内容が追加されます。
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使用上の注意

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

利用できるkintone のフィールドは以下になります。

フィールド種別
行（row）/

列（column）項目
カード表示

カード枠線/カード角面の色
変更条件

レコード番号 × ○ ×

作成者 × × ×

作成日時 × × ×

更新者 × × ×

更新日時 × × ×

文字列（1行） × ○ ○

数値 × ○ ○

計算 × ○ ×

文字列（複数行） × ○ ×

ルックアップ × ○※1 ×

リッチエディター × ○※2 ×

チェックボックス × ○ ○

ラジオボタン ○ ○ ○

ドロップダウン ○ ○ ○

複数選択 × ○ ×

添付ファイル × × ×

リンク × ○※3 ×

※1 カード上の値のクリック操作による元アプリへの画面遷移は不可となります。
※2 カード上ではリッチテキスト形式で表示されます。

プラグインで設定した文字の大きさではなく、リッチエディターフィールドで設定した文字の大きさが適用されます。
※3 カード上のメールアドレスやURLのクリック操作による画面遷移は不可となります。
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フィールド種別
行（row）/

列（column）項目
カード表示

カード枠線/カード角面の色
変更条件

日付 × ○ ×

時刻 × ○ ×

日時 × ○ ×

ユーザー選択 ○※4 ○ 〇

組織選択 ○※4 ○ 〇

グループ選択 ○※4 ○ 〇

テーブル※5 ○※6 ○※7 ○※6

関連レコード一覧 × ×※8 ×

カテゴリー × × ×

ステータス ○※9 ○ ○

作業者 × × ×

グループ × ×※8 ×

ラベル × × ×

スペース × × ×

罫線 × × ×

使用上の注意

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

利用できるkintone のフィールドは以下になります。

※4 値が複数選択されている場合、1番上の値のみカード配置に利用されます。2番目以下の値はカードの配置に影響しません。
※5 テーブル内の各フィールドは、それぞれ通常フィールドの形式に準拠します。

テーブル内にルックアップフィールドが含まれている場合、コピー元のフィールドには「値の重複を禁止する」設定をする必要があります。
※6 テーブル1行目のフィールドの値のみカード配置や色変更条件に利用されます。2行目以下の内容は影響しません。
※7 テーブル1行目のフィールドの値のみカードに表示されます。2行目以下の内容はカードに表示されません。
※8 設定上で選択することはできますが、カード上には項目名以外は表示されません。
※9 ボード上でのカード移動操作によってプロセス管理のステータスを更新することはできません。
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・複数のユーザー（または組織、グループ）が選択されている場合、
１番上に選択されているユーザー（または組織、グループ）がカード配置に利用されます。
・複数のユーザー（または組織、グループ）が選択されているカードを「該当なし」に移動すると、

2番目のユーザー（またはグループ／組織）の位置にカードが配置されます。
※2番目以降のユーザー（またはグループ／組織）を選択していない場合のみ「該当なし」に配置されます。

・カスタマイズビューの作成には、kintoneシステム管理者権限が必要です。
・利用するカスタマイズビューのページネーションは有効にしてください。
・プラグインで利用するカスタマイズビューには、

HTMLに<div id="kanban-view-container"></div>の設定が必要です。
※プラグイン設定画面の作成ボタンからカスタマイズビューを作成した場合は、自動で設定されます。
・「カード全体表示」選択時に一画面に表示できるカード数の閾値は3,000枚となります。3,000枚を超える場合には警告が表示されます。
表示方法を切り替えるか、そのまま処理を継続するかを選択してください。

■その他の制限

使用上の注意

・本プラグインの使用に際しては、以下のような制限事項があります。あらかじめ、これらの点に注意してください。

■使用環境の制限

■ユーザー選択、組織選択、グループ選択フィールドについてのご注意

環境 対応 制限事項

モバイル ○

ゲストスペース 〇

ゲストユーザー △ プラグイン設定画面は利用不可

IPアドレス制限環境 ○

セキュアアクセスオプション ○

プロセス管理のステータスを行（row)項目や列（column）項目に利用できますが、
ボード上でのカード移動操作によりステータスを更新することはできません。
プロセス管理のステータスを更新する場合は、レコード詳細画面の標準のプロセス管理機能（アクション）を
利用してください。

■プロセス管理のステータスについてのご注意



<製品に関するお問合せはこちらまで>

キャップクラウド株式会社

〒160-0022 東京都新宿区新宿3-5-6 キュープラザ新宿三丁目

担当： Focus U（CI事業） サポート担当

メール： support@focus-u.jp 電話： 03-6824-1007

受付時間： 平日9:30～12:00／13:00～17:30（土日・祝日、当社指定休日を除く）
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